
就
い
て
併
習
し
、
隔
月
一
回
師
範
人
と
共
に
出
航
し

て
融
開
削
す
る
制
で
あ
っ
た
。
そ
の
開
校
初
期
で
は
、

歩
士
孤
以
上
の
も
の
及
び
子
弟
の
み
出
席
せ
し
め
た

が
、
後
に
は
打
太
刀
方
と
し
て
階
院
・足
較
に
も
出

校
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
明
治
元
年
九
月
十
三
日
経

武
郎
を
社
猶
他
に
合
併
し
、
一
白
式
武
術
は
椛
〈
綬
せ

ら
れ
た
。

ケ
イ
プ
カ
ン
Z
ト
ド
ケ

級
武
舘
見
届

滞
の
執

政
の
老
隠
が
月
次
定
日
や
-U
て
、
代
る
々
々
終
武
館

に
赴
き
、
各
郁
絶
家
門
弟
の
耐
山
武
を
視
察
す
る
を
い

ひ
、
弘
化
の
頃
は
三
日
・
官
三
日
が
そ
の
定
日
で
あ

っ
た
。ケ
イ
プ
ン
ヨ
テ
キ
蛮
文
絵
滴

一
冊
。
加
際
恒

の
新
で
、
加
賀
田
耐
の
阿
茶
阿
が
作
っ
た
抽
出
文
の
粋
を
蒐

集
し
た
も
の
で
あ
る
。

ケ
イ
ホ
ウ
バ
刑
法
場

」

グ

ジ

バ

公

u-禁。

ケ

イ

マ

緯
馬

J
セ
ナ
ミ

ヤ
ウ
イ
チ
淑
披
屋

宇
一
。
ケ
イ
マ
ツ
ム
ロ
ダ
ヒ
一
7

鹿
松
室
平

白
山
の
市
，

期
日
抑
制
官
路
に
あ
っ
て
、
賂
平
の
上
に
約
〈
。
四
国
松

室
平
に
は
も
と
鹿
松
室
が
あ
っ
た
。
白
山
怒
記

に

は
、
此
の
室
を
一
に
中
室
と
も
い
ふ
。
長
=
一
間
幅
二

問
、
柄
引
の
人
飴
屋
川
院
松
の
建
て
た
所
と
し
て
あ
る

が
、
今
は
存
せ
ぬ
。
こ
の
地
摂
商
工
ヘ
五

O
米
許
。

ケ
イ
メ
イ
マ
ル
啓
明
丸

加
賀
滞
有
の
帆
紛
で
、

産
物
方
問
の
も
の
で
あ
っ
た
。
殴
郎
元
年
五
月
長
崎

に
於
い
て
英
人
グ
ラ
パ
か
ら
腕
入
し
た
'も
の
で
あ
る

が
、
委
細
は
刊
ら
ぬ
。
問
}九
月
イ

一
白
石
川
郡
宮
腰

に
入
港
し
た
長
十
七
悶
幅
四
間
併
と
あ
る
も
の
こ
れ

で
あ
ら
う
。

地
は
組
巾
、
人
は
能
授
の
三
加
か
ら
成
り
、
円
副
本
の

小
川山
子
で
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
年
松
も
間
版
者

も
な
〈
.
容
初
に
『
百
物
約
梓
。
不
奥
山
は
人
。
』
と
恐

か
れ
て
ゐ
る
。
内
容
は
領
内
各
凶
に
琉
い
て
寺
院
名
・

散
家
名
・修
駿
滋
寺
院
名
・
組
附
・
村
名
与
が
集
め
ら

れ
て
民
旬
、
務
末
に
近
い
頃
の
も
の
で
あ
ら
う
。

ケ
イ
リ
ン
イ
ン
桂
林
院

大
山
山
寺
山
附
宅
第
四
代

前
山
利
九
日
側
室
内
際
氏
の
法
悦
。
消
し
〈
は
桜
林
院

天
室
宗
番
大
制
定
尼
。

ケ
イ
リ
ン
ジ
ヨ
ウ
メ
イ

緯
林
情
盟

一
加
。
=
一

宅
問
問
附
帯
。
文
化
八
年
春
治
省
は
京
附
か
ら
刑
判
川
胞
に

京
り
、
朝
鮮
の
信
佼
金
阪
府
等
の
故
防
以
阿
胞
に
於

い
て
、
そ
の
防
災
の
棋
士
一
字
削
出
制
・金
者
間
・十
字
削
抗
・

苧
文
官
と
合
し
て
互
に
文

mを
試
み
た
。
本
告
は
そ

の
時
に
成
っ
た
唱
和
の
賦
・
古
前川
・州開時
・
山田何?九
十

依
筒
と
文
六
前
及
び
録
的
以
一
閉
山
守
併
せ
て
編
杭
し
た

も
の
で
あ
る
。

ケ
イ
リ
ン
パ
ヤ
シ
桂
林
ぼ
や
L

石
川
術
八
幡

銅
山
に
も
同
郷
後
谷
簡
に
も
あ
る。

十
日
木
生
ひ
緊
っ

た
聞
で
、
怒
沼
が
白
山
を問聞
い
た
時
留
〈
定
安
留
め

た
な
ど
L
m
同
へ
る
。

ケ
ガ
サ
笥
笠

笥
笠
は
石
川
郡
の
巾
宮
部
訴
の

萄
椋
で
あ
る
。
元
字
削
柑
古
谷
九
に

『抑制杭
縁
。
訓
融

法
附
之
従
也
。
云
々
。
白
山
武
山

mt修
練
説
ゅ
晩

叫叫=白
山
笥
笈
-
一
山
町
。
』
と
あ
る
。

ケ
ガ
サ
チ
ユ
ウ
グ
ウ

笥
笠
中
宮

石
川
地
河
内

庄
中
宮
に
あ
っ
て
.
白
山
七
祉
の
一
つ
で
あ
る
。
白

山
認
に
『
有
二
勝
地
二
京
山
河
=
八
方
一
形
似
=
謹
諮

抑
制
「
地
勢
崎
如
z=
一
-
回
二
口
駐
す
。=共
上
九
n
E
M批
S

笥
笠

山
富
一
本
地
如
蛍
輪
也
。
制
限
三

m
一
而
、
日丹同町一
合

間
三
面
。
彼
岸
田
山
七
間
二
商
。
叉
小
駐
}
丸
田
山
。
又
七

間
二
而
部
常
。
本
側
大
日
如
来
。
抗
尺
洪
同
州
在
5
4
0

文
有
二
=
間
一
面
殴
a

叉
新
貸
山
間
三
間

一
而
。
金
的

啓
帽
聞
舎

ケ
イ
モ
ウ
シ
ヤ

知
合
。ケ
イ
ユ
ウ
メ
イ
リ
ン

J
オ
ン
チ
シ
ャ

:阻

圭
邑
名
林

天
は
加
賀
、

ケ
イ
l
ケ
タ

山
小
白
山
不
動
山
御
座
。
=
一
間
四
而
常
行
常
一
。
本
仰

阿
川畑
陀
。
=
一
間
一
一
刑
法
花
三
昧
堂
。
本
側
自
民
諮
隊
。

三
間
一
而
不
動
堂
。
戸
常
節
機
。
』
と
記
さ
れ
る
。
平

家
物
総
務
河
合
織
の
市
中
の
僚
に
、『
さ
ら
ば
山
門
へ
う

っ
た
へ
ん
と
て
、白
山
山
富
の
一
刑
制
(
か
ざ
り
摩
っ
て
、

ひ
え
い
山

へ
あ
げ
潜
る
。
』
と
い
ふ
も
是
で
あ
る
。

式
内
問
守
山
田
枇
杷
に
も
、『笥
笠
巾
色
町
山
耐
枇
。
河
内
庄
中

古
村
銀
座
。
白
山
比
時
制
枇
之
巾
富
也
。
佐
古
以
来

純
制
多
。
白
山
七
社
之
一

也
。』
と
見
え
る
が
、
今
は

笥
笠
山
富
榊
枇
と
斜
す
る
小
祉
が
あ
る
ば
か
り
で
あ

る
。
唯
こ
の
頃
内
に
は
胸
尚
閥
附
七
米
一

、
樹
高
三

六
米
の
七
都
州
聞
が
あ
り
、
地
上
川
附
入
米
六
、
樹
尚

二
七
米
の
肢
の
椋
な
ど
が
あ
っ
て
、
そ
の
萄
枇
た
る

こ
と
脅
思
は
し
め
る
。

ケ
カ
チ
ヤ
マ

気
勝
山

同
十
品
北
部
東
巾
賂
の
邸
前

西
方
に
在
る
山
。古
川
さ
三
凹一
二
米
。
地
質
第
三
紀
日
間
。

ゲ
ギ
ヨ
ウ
マ
イ
下
行
米

野
の
給
人
が
受
け
る

切
米
及
び
扶
持
米
の
ご
腕
そ
総
m
憎
し
て
下
行
米
と
い

ふ
。
知
行
に
射
し
て
起
っ
た
名
桝
で
あ
ら
う
。

ケ
ゴ
ヤ
マ

即師範
山

河
北
初
出
，
目
的
領
に
在
る
。

鈎
陥
把
に
、
戸
釜
山
の
閣
に
あ
る
を
ケ
プ

山
と
い

ひ
、
頂
上
の
却
に
祁
溺

-m聞
や
e

産
す
る
と
し
、
文

出H
永
世
仙
に
は
、
こ
の
山
に
梨
木
が
あ
っ
て
、
相
暗
殺
が

杖
辛
口FI
て
白
い
た
の
が
生
付
い
た
の
で
あ
る
と
閉
山
す

"。。ケ
ゴ
ン
イ
ン
華
厳
院

加
賀
滞
中
山
第
六
代
前
凶

吉
徳
の
子
八
十
五
郎
の
訟
獄
。
詳
し
く
は
乱
軍
服
院
統

制

M
了
州m
m
H
士
。

ケ
シ
ノ
ハ
ナ
け
し
の
花

一
加
。
金
抑
の
例
入

北
技
法
逝
批
年
の
鍛
悼
集
で
、
門
下
新
充
の
序
文
が

あ
り
、
終
に
科
目
守
保
三
戊
氏
初
冬
吉
旦
梓
翻
と
あ
る

が
、
上
木
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
外
阻
は
北
技

の
僻
附

『出
て
見
た
り
け
し
た
り
果
は
芥
子
の
花
』

か
ら
採
る。

ケ
シ
ョ
ウ

稿
。
ゲ
シ
ロ
下
代

胤
奈
川
州
山
田
郷
に
邸
す
る
部
拠
。

明
治
中
に
至
旬
、
坂
尻
・犯
と
合
併
し
て
創
賂
と
吹

聴
し
た
。

ケ
空

気
多

羽
咋
郡
一
，
宮
に
は
同
凶
の
一
，

vu

で
あ
る
気
多
榊
枇
が
銀
座
す
る
。
こ
の
然
多
の
的
は
、

出
雲
風
土
記
に
、
杵
築
大
祉
の
所
在
た
る
問
中
区
間
に

気
多
島
が
あ
旬
、
古
容
認
に
、
宗
蒐
の
政
訴
キ
ー
陥
へ

る
沼
羽
の
気
多
前
が
あ
る
と
似
て
居
る

o
m誌
の
何

で
あ
る
か
を
知
ら
ぬ
が
、
大
同
士
h

副
仰
と
釘
多
の
川
省

と
の
関
係
あ
る
を
思
は
し
め
.
随
う
て
能
奇
と
川
主

と
の
海
上
交
通
に
想
到
せ
し
め
る
・
も
の
で
も
あ
ろ
。

ゲ
生
イ
下
代

i
ゲ
Y

ロ
下
代
。

ケ
h
F
シ
ヤ
オ
ウ
キ

気
多
社
感
記

一
加
。
点
目
午

二
年
能
E
R

一J
{

呂
の
由
来
起
に
、
気
多
社
郎
記
一
川
、

気
多
制
御
問
来
閉
山
一
怨
と
あ
っ
て
、
常
駐
の
抑
制4
で

あ
っ
た
が
、
今
は
仰
は
ら
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

ケ
タ
ジ
ン
ジ
ヤ

需品
多
神
社

能
安
部
器
内
に
あ

っ
た
。
式
内
等
涜
枇
犯
に
、『
錦
多
紳
枇
。

山
上
初
岩

内
村
銀
座
。
今
朝
梢
a
気
多
m
明神
4

或
一E
能
常
一
宮
之
御

子
制
也
。
』
と
あ
る
。
明
治
の
初
筑
多
祉
と
い
ひ
、
四

十

一
年
然
多
榊
祉
と
な
り
、
四
十
一
一
年
岩
内
耐
枇
と

殴
め
た
。

ケ
h
F
ジ
ン
ジ
ヤ

気
多
紳
枇

〈一

um続
!
羽
咋

純
一
室
寺
家
に
鎮
座
す
る
。
一
部
し
在
留
の
制
に
加
能

二
問
中
に
あ
り
て
名
科
大
社
で
あ
っ
た
も
の
は
、
濁

本
枇
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
桓
武
夫
主
延
陪
品
川
三
年

六
且
十
三
日
の
令
に
、
『能
R
R
凶
釘
多
制
抑
制
容
の
宮

司
、
人
々
波
田
昌
を
限
ひ
、
各
州
州
第
と
抑
制
す
。
自
今
以

後
、品
川
紙
官
抽
出
担
を
験
し
、判
的
に
氏
中
の

mに
椛
ふ
る

者
を
附
ぴ
‘
出
即
納
し
て
宮
に
巾
せ。
』
と
あ
る
に
J
れ

健
生

河
北
部
卦
上
庄
に
邸
す
石
部

二
七
七


